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1. 目的 

 物体認識は，画像の中に存在する物体が何であるかを求め

ることである．しかし，ビデオカメラをはじめ通常の撮影装

置は，３次元空間を２次元画像へと投射したものであるため，

奥行きなどの情報が欠如し，隠蔽問題などもあるため情報が

不完全となり，物体認識は困難なものとなる．しかし，物体

の一部である「面」は 2次元画像においても部分的に写る．

そこで，物体の特徴となる「面」を，エッジを利用して抽出

し，面の構造を記述する方法について提案する 

 

2. 実験内容 

 エッジから領域を抽出するには，閉曲線を作る必要がある．

しかし，領域内の明度変化によるエッジ消失などにより断線

が生じ，閉曲線が出来ない場合が多いため，消失部分を補完

する必要がある．そこでエッジ情報を元に直線データを抽出

することにより，消失部分を予測し，エッジの補完を行うこ

とにより閉曲線を作り，塗りつぶしにより面領域の抽出を行

う． 

 

3. 実験手順 

面領域抽出までの手順を図１に示す． 
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図 1 面領域抽出手順 

 

 

 

 

4. 実験結果 

図 3は図 2の画像を元に領域分割をした結果である． 

 

 
図 2 原画像 

 

図 3 領域分割 

5. 考察 

 輪郭情報をグラフによるベクターデータで表現したものの，

領域抽出には一旦ラスターデータに戻して分割したために，

多数の細かい領域が生じてしまう部分も見られた．また，エ

ッジの補完においてもまだ完全ではなく，新た断線補完手順

を追加する必要がある． 

 

 


